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詩篇 

詩篇22篇・十字架上での祈り 
 

詩篇22篇「わが神、わが神、どうして、わたしをお見捨てになったのですか。」とい
うイエス様の十字架上のことばの一つとして有名な詩篇です。十字架上のことばが7つ
ありますと言われたりしますけれど、この詩篇の中に十字架のストーリーを思い出すよ
うなところがたくさんありましたね。 

直接引用されている「わが神、わが神、どうして、わたしをお見捨てになったのです
か」とか、「私はかわく」というのは、この詩篇からの引用ではありませんけど、かわ
いているというのが14節、15節のところにありますね。ヨハネに、あなたの母です、
あなたの子ですという母に拠り頼ませるというのも、もしかすると思い出させるような
言い方かもしれません(9,10)。くじ引きにして着物を分けるとか、自分で救ってみろと
か、たくさん十字架のストーリーを思い出すところがあります。 

まずは22篇を分析して、その十字架上での祈りを…。1節を引用していますけれど、1
節を引用すれば、22篇全体を引用しているということはわかって引用していますので、
そのことを見ないといけません。 

22篇全体は大きく2つに分けられる。この段落の構成がわかるように、字下げしてあ
ります。1から3と20から22。22節「御名を私の兄弟たちに語り告げ、会衆の中であな
たを賛美しましょう」という言い方が苦しみの中のことばから脱出したような感じなの
で、22節からが後半だというように言う人がほとんどですけれど、このように分析して
みると、そうじゃないでしょということがわかると思います。 
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いずれにしろ、前半は苦しみで、後半は賛美だという2つ別々の詩篇に見えるくらい
違うものに見えます。1から3の「救うこと」「答えてくださらない」「イスラエルの賛
美に住んでいる」。20からのところは、「救い出してください」「答えてくださいます」
「賛美します」という形で、出だしと終わりが構成されています。 

その苦しみは何ですかというところが、4節から10節、11節から19節、この図でいう
と青い丸がついているところには、接続詞が入っていますので、前のところを受けてま
だ話が続いているということも尊重して、このように区切りがつけられています。 

4節からのところは、信仰の戦いです。神様に信頼している。しかし、その信頼を「そ
の信頼している神は偽りだ」と言って神様から離そうとする攻撃、さげすみ、あざけり。
実際に裸にされて恥を着せられている状態。 

その問題と、11から19のところで問題とされているもう一つのことは、敵が攻撃して
いる、牛に囲まれている、ししが噛み付いてくる、犬が取り巻く、そして、骨々、骨と
いうように言われているところですけれども、この20から21のところで、犬とししの口
と牛の角ということで、苦しみのことが要約されています。敵、悪者からの攻撃、自分
の中の、自分と神様との関係、その信頼関係に対して偽り者が攻撃してくる。神様が助
け主である、守ってくれるはずなのに、その守りがいないかのように犬どもが攻撃して
くる。外からの敵と中の敵、偽り者と悪者の攻撃だということが言えると思います。 

十字架上での苦しみ、神様が離れているときの問題は、神様に捨てられた、神様との
信頼関係が失われたのではないかという問題。それと、神様がいないので敵から攻撃を
直に受けてしまうという問題。この二つが問題にされている。 

そして急に、23節からは「賛美しよう」「賛美しよう」「全世界をほめたたえよう」
というふうに変わります。22節と23節のところを見ると、イスラエルの賛美を住まい
にしている。兄弟たちの中で賛美しますという言い方がありますけれど、これは、苦し
みの中で確信をもって告白していることと、救われた時にこれをしますという誓いのこ
とばというふうに考えられますので、この苦しみの段落のほうに入っているのだろうと
思います。 

その苦しみから救われたと言ったときに、主を恐れるものよ、賛美しなさい。ここで
は、「主を恐れる者」「主を恐れる者」「賛美」「賛美」「賛美」「悩む者」「悩む者」
というようなくくりになっていますね。27からのところは、「国々」「国々」「伏し拝
む」「伏し拝む」「すべて神様のなされた義」完成された義ということで構成されてい
ます。 

前半のところは、悩む者が呼んだ時に、必ず答えてくださるというその憐れみがなさ
れましたというのがこちら、救いのほう、賛美の中の前半です。こちらは、その救いが
全世界にわたっている、王の王であることがあらわされたというのが、こちらの後半で
す。 

ですから、恥を着せられてはずかしめを受けていることに対して、賛美に変わってい
る。犬に攻撃されていたのに、犬も全部含めてひれ伏しているという前半の問題が、後
半で解決されているというような構成に全体がなっています。 

十字架上のことばで、ヨハネの福音書の中で「完了した」という言い方があります。
「完了した」ということを言えば、私の働きはすべて終わったという言い方だというふ
うに福音書の文脈の中でも読めるけれど、「完了した」ということばと直接同じではな
いのですけれど、22篇の最後は、新改訳で見ると、「主のなされた義を民に告げよう」
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というふうに終わるのですけれど、これは、ここにヘブル語がついています。これを見
ると最後が「なぜなら、主は成した」ということばで終わっているのです。それは、つ
まり、まことに神様は救いの義をなしてくださったというところで22篇は終わっていま
すので、「完了した」という言い方をヨハネでよめば、22篇全体を引用しているのだと
いうこともわかると思います。 

ということで、全体の22篇だけをみたときの分析というのは、前半に苦しみがあって、
後半は賛美で終わるという構成になっています。じゃあ、これを書いた人は誰なのかと
いうことは、この詩篇を理解する上で非常に重要です。それは、また別のビデオで説明
します。 
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